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本セミナーは医学系研究科系統講義コース科⽬の授業として振替可能です
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〜フィールドワークとベンチワークから現時点で⾒えてきたこと〜

2022年9⽉22⽇（⽊）
16:00~17:30

2019年より災害放射線医学分
野に在籍。今回紹介する研究
活動には2012年から参画し、
現在も継続中である。

過去に⽣じた放射線被ばく事例・事故などから放射線災害時の被ば
く影響について多くの学びが得られてきました。広島・⻑崎の原爆被
爆者の寿命調査は⼤規模かつ現在も継続するなどきめ細かく実施され
た結果、現在でも放射線被ばく影響の国際的なゴールドスタンダード
とされています。これまで蓄積されてきた知⾒よりもさらに低い線
量・線量率範囲の被ばくが⻑期間継続する点が福島第⼀原⼦⼒発電所
事故による被ばくの特徴であるために、従来の知⾒を低線量・低線量
率範囲へ外挿するための科学的根拠が不⾜していることが現在でも課
題となっています。

2011年8⽉から旧警戒区域へ⼊域して、福島第⼀原⼦⼒発電所事
故後の低線量・低線量率⻑期放射線被ばくによってどのような⽣物影
響が⽣じるのか、被ばく線量評価と⽣物影響解析を関連付ける検討を
継続してきました。フィールドワークとベンチワークをつなぐ放射線
被ばく影響解析は、低頻度災害である放射線災害発災時の活動モデル
となることが期待されますので、本発表では私たちのこれまでの活動
内容を紹介するとともに、今回の事故による被ばくがもたらす⽣物影
響についてこれまで得られた知⾒を紹介したいと思います。
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